
１．方向性

○「子どもや若者の意見を出発点」とする。

○できていないことを批判するものではなく、提言を受けた人が励まされ

 たり、元気づけられたりするような内容とする。

２．方法

○調査で見えてきた子どもと大人の認識の違いを踏まえた評価・検証

○調査前に思い描いていた仮説と結果の比較

３．内容

○ユースカウンシルなど子ども・若者の声を掲載

○委員それぞれの視点でコラムやエピソード等を執筆

○参考資料としてアンケート調査、ヒアリング調査の結果一覧を掲載

提言書作成の考え方
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